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今年もよろしくお願いします
新年になっても国内の新型コロナウイルスの感染者は増え、変

異種への感染などといった新たな不安を感じさせるニュースが駆
け巡りました。また、「例年と違った静かなお正月」という話題で、
帰省を控えたり、初詣や初売りといった人が混み合う場所を避け
たりということも見られました。いつもと違った年始めでしたが、
ご家庭ではみなさんお揃いで、穏やかな新年を迎えられたことで
しょう。今年もよろしくお願いいたします。
さて、３学期が始まりました。学年のまとめの学期。進級や進

学に向けての準備の学期。いろいろな意味で大切な学期ですが「１
月は行く、２月は逃げる、３月は去る」の言葉どおり、あっとい
う間に日が過ぎていきます。ご存じのように、今年の干支（えと）
は「辛丑（かのと・うし）」の丑（牛）年。「最も動きが緩慢で歩
みの遅い丑（牛）の年は、先を急がず一歩一歩着実に物事を進め
ることが大切な年」といわれています。２学期の終業式に各学年
の代表が２学期のまとめと３学期の抱負を発表しました。その中
では「漢字をがんばって覚える。」「計算が正しくできるように練
習する。」といった学習の目標以外に、コロナにかからないように「ふだんから体を鍛える。」「規則正
しい生活をする。」などの目標も聞かれました。発表したのは代表だけでしたが、５７人全員がそれぞ
れの考えを持ち、自分なりの目標を持っていることと思います。学校では一人一人の気持ちをくみ取
り、丑年にちなんで、その思いが一歩ずつ確実に達成できるように指導したり、支援したり、応援し
たり、時には注意したり…し、学年のまとめをしたいと思います。

３学期もコロナ対策で安全な学校に
新型コロナウイルス感染予防のため、学校ではこれまで以上に気を配り

ます。毎日の消毒作業はこれからも続けます。１２月下旬には各階の手洗
い場に自動水栓が取り付けられました。また、授業中は天窓を開けて換気
を続けることもしています。児童はもちろん保護者のみなさまにも安心し
て学校生活が送れるようにしていきます。

１２月に行いました「学校教育アンケート」には全家庭から回答をいただき
ました。お忙しい中、ありがとうございました。回答のお答えや今後の方向な
どについては必要に応じて学校だよりと３月の全体会でお知らせします。

西 方 小 だ よ り

お 礼

校歌“朝日輝く茶臼山 豊かな緑に
育まれ…”校舎の上の木々が見える
山が茶臼山。すがすがしい年始めの
校舎のように、気持ちよく過ごせる
１年にしたいものです。

令和３年１月８日〔金〕９号 文責 校長 西 岡 宏
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・・１２月の行事から・・
習字（書き初め）指導 １月の行事予定
（1２月２日、９日、１５日）
夏に続いて今回も定岡豊秋 ８日（金）３学期始業式、発育測定

先生、乗本進先生に来ていた 給食開始、一斉下校13:30
だきました。今回は書き初め １１日（月）成人の日 西方とんど祭り
展の手本をもとに練習しまし １２日（火）登校指導、委員会活動
た。手本をよく見て正しく書 １３日（水）移動図書館、たばこの影響に
くこと、太い字で大きく書く ついての学習（６年）
ことなど、一人一人に応じた 学び愛タイム
指導をしていただきました。 １５日（金）計算にチャレンジ、
学校ではなかなかできない １８日（月）児童集会、コミュニティース

ことも、細かく教えていただ クール研修会（一中にて）
いています。教えられことを ２０日（水）登校指導、クラブ活動
ふだんから意識して自分のも 職員会議
のにしてほしいと思います。 ２２日（金）漢字にチャレンジ

２５日（月）児童集会
しめ飾りづくり ２７日（水）参観日（「生活・総合」学習
５年生（１２月１１日） 発表会）、PTA三役会
今年も５年生が公民館の行 ２８日（木）SC・SSW来校

事に参加する形で挑戦しまし 一中出前授業（６年生対象）
た。３人の講師の先生に縄の ２９日（金）PTA交通査察
ない方から始まって、飾りを 計算にチャレンジ
つくるまで約２時間かけて習
いました。日本各地で、忘れ
られている日本の伝統的な行事や風習を掘り起こし、引き継ごうとする動きがあります。市内の多く
の小学校でもこのような体験をしているようです。
ご家庭では「我が家ならでは」の伝統的な行事が引き継がれていますか？コロナ禍だからこそ、高

齢者や祖父母が持っている知恵や技を引き継ぐ時かもしれません。毎年５年生が１回だけ経験する「し
め飾りづくり」ですが、学校としても工夫しながら続けたいと思います。

非行防止教室 ６年生（１２月１７日）
倉敷青少年サポートセンターから講師をお迎えし、６年生を対象に行

いました。「非行とは」からはじまり、岡山県の発生件数、犯罪の内容、
犯罪と罰則、スマホやパソコンなどでのいじめまで、１時間の授業で盛
りだくさんの内容を聞きました。６年生は内容をよく整理しながら真剣
に話を聞きました。
学校では毎年新見警察署に講師を依頼して「非行防止教室」を行って

います。万引きや窃盗といった犯罪防止を
呼びかけられるのはもちろんですが、ここ 《学級だよりにも紹介された６年生の感想の一部》
数年は特にスマートフォンでの事件やいじ ○自分で非行防止します。法律を学べてよかったです。
めを取り上げてくださいます。中学校では ○ぼくはゲームをする時間が長いから毎日５分、１０
スマートフォン等によって子どもどうしの 分と少しずつ減らしていこうと思いました。
人間関係がうまくいかなかったり、巻き込 ○子どもだからって許されないことがわかりました。
まれそうになったりしていることがあるよ 子どもも罪の重さは変わらないことがわかりました。
うです。学校で子どもの規範意識や自己抑 この世の中は、言い訳で許されるほど甘くないとい
止力をしっかり身につけられる教育をす うことがわかりました。
る。家庭でお子さんのスマートフォンやゲ ○ネットの依存症にならないように親と相談して時間
ーム機等の使い方をよく確認する。まさに を決めるなどルールを決めようと思いました。課金
学校と家庭とが連携した「共育」をしてい も親に相談しなければいけないことがわかりました。
かなければならないと強く思います。


